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0γ は基準すべり速度， Y
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ここで h は加工硬化率， qαβ はすべり系間の相互作用行列
である．h には種々の式が用いられるが，筆者らは Graff
ら 7)の研究に倣って次式を用いている． 
0h h=                                           (4) 
0 0
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ここで 0τ は初期臨界分解せん断応力， 0h ，τ∞は加工硬化
パラメータである．微視的には，加工硬化は ρ （ ρ ：転
位密度）と強い相関があることから，h を転位密度の関数
として表現するモデルも提案されている 3)．  






および Agnew ら 8)は種々の考察から，底面<a>すべりに加
えて非底面<c+a>すべりの考慮が必要であると結論づけて
いる．筆者らは Graff らに倣って底面<a>すべり，柱面<a>


















           
 




図 1 計算で考慮したすべり系および双晶系 6) 
底面<a>すべり 柱面<a>すべり 錐面<c+a>すべり 
{10 1 2}双晶 原稿受付 平成 27 年 12 月    日 








（極 性を有する）． Mg で最 も良く観察さ れる
{10 1 2}<10 1 1 >双晶を模式的に図 1に示す．純Mgでは軸
比 c/a（図 1）が約 1.624であり，この場合{10 1 2}双晶は c
軸を伸ばす方向，言い換えれば c 軸方向に引張応力
（ 0>ατ ）が働いた場合のみ活動できる．そのため{10 1 2}
引張双晶などと呼ばれることもある．幾何学的な関係から，
{10 1 2}双晶が形成すると約 0.13 のせん断ひずみと約
86.3°の結晶方位回転が生じる．なお Mg では，変形後期
に{10 1 1}<10 1 2 >圧縮双晶が形成することが報告されて
いる 9)が，本稿では一様伸びの範囲内での変形を対象とす
るため，以下では{10 1 1}双晶は無視する． 
ところで一度形成した双晶は，その後 c軸方向に圧縮応
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ソル twR を用いて当該結晶粒を方位回転させる． 
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 2.3.2 双晶回復過程のモデル化 
 双晶回復過程については近年種々のモデルが提案されて






αγ が発生すると考える． 0>ατ （双晶
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図 3 パラメータ同定法が解析結果に及ぼす影響．(a)
応力–ひずみ曲線，(b)r値の発展，(c)等塑性仕事面． 










































(c) 表 1による結果 
表 2による結果 
表 1 従来の方法により同定されたパラメータ 
底面 柱面 錐面<c+a> 双晶
/MPa 8 100 160 40
/MPa - 350 360 -
/MPa 18 680 750 500h
0τ
τ∞
底面 柱面 錐面<c+a> 双晶
/MPa 10 100 100 45
/MPa - 726 365 -
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